
郵便番号

住　　所

氏　　名 印

5,958 ｋｌ

台

ｔ－CO2

　03-5343-6622

担 当 部 署 名

所 在 地

電話番号

※
受
付
欄

主 た る 事 業
の 業 種

主 た る 事 業
の 内 容

大分類

連 絡 先

　小売業

　03-3384-0101

担当部署

※
特
記
事
項

 ※事業者番号

第１号様式

エネルギー起源の二酸化炭素
以外の温室効果ガスの排出の量

自動車の台数

原油換算エネルギー使用量

事 業 者 の 規 模

56

該 当 す る 事 業 者
の 要 件

主 た る 事 務 所 又 は
事 業 所 の 所 在 地

〒164-8701

 210-0024 神奈川県川崎市川崎区日進町1-11

規則第４条第３号該当事業者

規則第４条第４号該当事業者

規則第４条第１号該当事業者

　川崎市地球温暖化対策の推進に関する条例第９条第１項（同条第４項において読み替えて準用する

各種商品小売業

場合を含む。）の規定により、次のとおり提出します。

上記以外の事業者（任意提出事業者）

卸売業，小売業 

事業活動地球温暖化対策計画書

（第１面）

（あて先）川崎市長

株式会社丸井　

代表取締役　川下　雄司

東京都中野区中野4丁目3番2号

事 業 者 の 氏 名
又 は 名 称

株式会社　丸井

　　　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

ＦＡＸ番号

メールアドレス

　株式会社　丸井グループ　CSR推進部

　東京都中野区中野4丁目3番2号

中分類

Ｉ

規則第４条第２号該当事業者



（第２面）

計 画 期 間 平成22年度　　～　平成24年度

温室効果ガスの排出の量の
削減を図るための基本方針

　別紙　指針様式第1号及び第3号のとおり

温室効果ガスの排出の量の
削減に向けた組織体制

　別紙　指針様式第1号及び第3号のとおり

温室効果ガスの排出の量の
削減目標及び温室効果ガス
の排出の量

　別紙　指針様式第1号及び第3号のとおり

温室効果ガスの排出の量の
削減目標を達成するための
措置の内容に係る事項

◎空調・照明設備の効率化を推進

　詳細は、指針様式第1号（第4、5面）のとおり

他の者の温室効果ガスの排
出の抑制等に寄与する措置
に係る事項

◎カーボンフットプリントおよびカーボンオフセット商品の販売

　詳細は、指針様式第1号（第6面）のとおり

その他地球温暖化対策の推
進への貢献に係る事項

・レジ袋削減キャンペーンの実施・可燃ゴミと紙類(ﾐｯｸｽﾍﾟｰﾊﾟｰ)の分
別強化・自治体との連携・｢チャレンジ25キャンペーン」の参加による、
クールビズ、ライトダウンキャンペーンの実施　・愛の救援衣料の開催
　詳細は指針様式第1号（第6面）のとおり

備　　　考
丸井グループの地球温暖化対策の取組みについては、ホームページ
にてCSRレポートを公表しています。
http://www.0101maruigroup.co.jp/csr/csr_top.html

　　 ５　氏名（法人にあっては、その代表者)を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあって
        は、その代表者）が署名することができます。

備考 １　欄内にすべてを記載できない場合は、別紙により提出してください。
　　 ２　□のある欄は、該当する□内にレ印を記載してください。
　　 ３　計画書には、事業活動地球温暖化対策指針に定める資料を添付してください。
　　 ４　※印の欄は記入しないでください。



様式第１号　　　　　　　　　　　　（第１面）

１　温室効果ガスの排出の量の削減を図るための基本方針

事業活動地球温暖化対策計画

２　温室効果ガスの排出の量の削減に向けた組織体制

　
◎市の温暖化対策の主旨を良く理解し、企業として自主的に地球温暖化対策を推進する。
・推進体制を整備し、目標を明確にした上で、負荷低減策を検討し対応する。
・効率的かつ継続的な設備投資を検討・実施　→　空調機のインバータ化、LED等の高効率照明
機器の導入　等
・温室効果ガス削減に寄与する取組みを事業活動を通じて着実に実施する。　→　環境配慮型商
品・サービスメニューの提供、廃棄物の削減　等
・市内事業所においては、市の事業活動地球温暖化対策指針を踏まえて対策メニューを実施す
る。

代表取締役社長 CSR推進部 

管理部門担当者 

川崎店・マルイファミリー溝口 

エネルギー管理者(店長) 

ストアサポート担当 

(株)丸井グループ 

設備担当者 

(株)丸井 

(株)マルイファシリティーズ 

設備サポート課 

従業員 



様式第１号　　　　　　　　　　　　（第２面）

基 準 年 度 年度 目 標 年 度 年度

（実） 10,054 （実） 9,752

（調） 8,949 （調） 8,681

（実） 3.0 （実） 302

（調） 3.0 （調） 268

　 イ　基準排出量原単位等と目標排出量原単位等

原 単 位 の 活 動 量 単 位

基 準 年 度 の 値 目 標 年 度 の 値

削 減 率 ％

 延床面積、生産数量
 以外の原単位を使用
 した場合の理由

　 ウ　目標設定に関する考え方

 (２) 温室効果ガスの排出の量の削減目標（全社目標）

％

t-CＯ2／万㎡×h

削 減 率

0.3692

延床面積×営業時間

・温室効果ガス総量削減を目指すにあたり、排出量原単位を年平均で1％以上削減することを前
提として目標として設定。継続的な削減を推進する。
・削減に関しては、空調設備のインバータ化、改装と連動したＬＥＤ等、照明の高効率化を検
討。
・設備の運転時間、照明の点灯・消灯の運用管理の徹底、外気取入れによる空調負荷低減など省
エネチューニングを継続して実施。

t-CO2

0.3806

3.0

※原単位＝ＣＯ2排出量÷（面積×営業時間）
・営業時間の変更等が生じた場合の判断基準として設定。

◎エネルギー排出量原単位を年平均で1％以上削減することを前提として目標として設定。全社
で継続的な削減を推進する。
・本社・事業所の連携を強化し、細かな運用管理の改善を徹底。・削減に関しては、未実施店舗
の空調設備のインバータ化、売場照明の高効率化（ＬＥＤの導入）を検討。
・従業員の意識・知識を高め設備の運転時間、照明の点灯・消灯の運用管理を徹底、設備担当と
の連携でさらなる空調負荷低減、照明の省エネ使用など省エネチューニングを継続して実施。

削 減 量 t-CO2

基 準 排 出 量 t-CO2 目 標 排 出 量

３　温室効果ガスの排出の量の削減目標等（第１号、第２号、第４号該当者等）

 (１) 温室効果ガスの排出の量の削減目標及び温室効果ガスの排出の量

　 ア　基準排出量と目標排出量

平成21 平成24



５　温室効果ガスの排出の量の削減目標を達成するための措置の内容に係る事項

 (１) 温室効果ガスの排出の量の削減のための措置の内容

様式第１号　　　　　　　　　　　　（第４面）

 事業所等に係る
 温室効果ガスの
 排出の量の削減
 を達成するため
 の具体的措置

 (第１号、第２
 号、第４号該当
 者等)

 自動車に係る温
 室効果ガスの排
 出の量の削減を
 達成するための
 具体的措置

 (第３号該当者
 等)

◎空調・照明設備、機器のハード・ソフト両面の効率化を推進
 ・ＥＳＣＯ事業による空調機のインバータ化、
 ・高効率照明器具へ順次変更、点灯・消灯時間の効率化
 ・空調の運転時間、照明の点灯・消灯時間の効率化



様式第１号　　　　　　　　　　　　（第５面）

 (２) 再生可能エネルギー源等の利用計画及び前年度末における利用実績

　 ア　再生可能エネルギー源等の利用に係る考え方

　 イ　再生可能エネルギー源等の利用計画及び利用実績

設備等の種類 概要(規模、導入場所、性能等) 導入年度 備考

　 ウ　再生可能エネルギー源等の価値の保有計画及び保有実績

種　　類 概要(規模、場所等) 保有年度 備考

 (３) 基準年度の末日までに完了した主な対策内容

省エネルギー対策としては、ほぼ2つで約9割以上のエネルギー使用となる空調と照明に関して空
調設備を手始めに継続的な投資を実施。2008年のＥＳＣＯ事業の導入を契機に、毎年4～5店舗で
空調機のインバータ化を推進。風量調節効果により、年間全体の約1％弱、180万ｋＷｈ程度の電
力使用量の削減を実施。また、ＬＥＤは売場環境に応じて改装時に段階的に導入。

再生可能エネルギーは温室効果ガス排出量の削減に寄与するものであり、今後はグリーン電力証
書の購入等を検討していきたい。



　
■レジ袋削減キャンペーンの実施〔マルイファミリー溝口〕
･食品売場でレジ袋をご辞退いただくと、1件につき3円を丸井から地域自治体、地元環境団体
へ、地域の環境活動にご活用いただくために寄付をさせていただいている。寄付先は お客さま
に決めていただく。　　　　　　　　　　　　*寄付先･････高津区役所、多摩川エコミュージッ
クの2団体様
■可燃ゴミと紙類(ﾐｯｸｽﾍﾟｰﾊﾟｰ)の分別強化
・紙類の分別で再資源化を推進。社内の「環境月間」などを通じて売場での分別も実践。
■自治体との連携
・推進会議やイベント「川崎発！ストップ温暖化展」参加　他
■｢チャレンジ25キャンペーン」の参加による、クールビズ、ライトダウンキャンペーンの実施
■愛の救援衣料の開催(マルイファミリー溝口)
・毎年10月に店頭で開催。NPO法人救援衣料センターに協力させていただき、海外の衣料不足に
悩む人々へ寄贈。衣料品のリユースにも貢献。また、「FUKU-FUKUプロジェクト｣へ参加などを通
じて回収衣料品をバイオエタノール化にリサイクル。

様式第１号　　　　　　　　　　　　（第６面）

６　他の者の温室効果ガスの排出の抑制等に寄与する措置に係る事項

７　その他地球温暖化対策の推進への貢献に係る事項

■ビサルノ・カーボンフットプリントシャツ&カーボンオフセット
・丸井の自主ブランド「ビサルノ」のビジネスシャツをカーボンフットプリントに。同時にこの
シャツをご購入いただいた際に、このシャツの生産過程等で発生するCO2排出量５９１６ｇの１
０％分をカーボンオフセットするキャンペーンを２０１０年春から実施しています。（１着で約
５９０ｇのＣＯ2をオフセット）　　＊2010年度　約40ｔを見込む）



様式第１号　　　　　　　　　　　　（第７面）

８　前年度の温室効果ガスの排出の量等の実績

 (１) 事業者単位

　 ア　第１号、第２号、第４号該当者等

（実）

（調）

（実）

（調）

 (２) 事業所等単位（第１号、第２号該当者等）

　 ア　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が 1,500kl 以上の事業所の一覧

事業所の名称

丸 井 川 崎 店 2,832 t-CO2
丸井ファミリー溝口 7,222 t-CO2

t-CO2
t-CO2

　 イ　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が原油換算で 500kl 以上 1,500kl 未満の事業所の一覧

事業所の名称

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 ウ　年間の原油換算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量が原油換算で 500kl 未満の事業所の一覧

 (３) 事業所等単位（第４号該当者等）

　 ア　物質ごとの年間の温室効果ガスの排出の量（二酸化炭素換算）が 3,000ｔ以上（二酸化炭

　 　素の場合はｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴い排出したものを除く。）の事業所の一覧

事業所の名称

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

　 イ　物質ごとの年間の温室効果ガスの排出の量（二酸化炭素換算）が 3,000ｔ未満（二酸化炭

　 　素の場合はｴﾈﾙｷﾞｰ使用に伴い排出したものを除く。）の事業所の数

8,949
t-CO2

t-CO2

10,054

事業所数

100kl 未満

事業所に係る
事業の名称

日本標準産業分類

細分類番号

200～300kl 未満

100～200kl 未満

温室効果ガス
の排出の量

事業所の所在地

400～500kl 未満

300～400kl 未満

温室効果ガス
の排出の量

事業所に係る
事業の名称

小売業

小売業

温室効果ガス
の排出の量

日本標準産業分類
細分類番号

事業所に係る
事業の名称

エネルギー使用量の規模 事業所数

事業所の所在地

事業所の所在地

神奈川県川崎市川崎区日進1-11

　 イ　第３号該当者等

日本標準産業分類
細分類番号

5611
神奈川県川崎市高津区溝口1-4-1ノクティ2 5611
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